
平成２１年３月３１日現在の寒河江市普通会計貸借対照表（ＢＳ）について 
 

 「資産」は、①将来の資金流入をもたらすもの、②将来の行政サービス提供能力を有するものに

整理されます。「負債」とは、将来、債権者に対する支払や返済により地方公共団体から資金流出

をもたらすものであり、地方債がその主たる項目です。また、「純資産」は、資産と負債の差額で

あり、地方税、地方交付税、国庫補助金など将来の資金の流出を伴わない財源や資産評価差額など

が計上されます。 

 

１ 資産について 

 本市の平成２０年度末資産合計は６１８億１，２１８万円で、うち有形固定資産が５９

４億６，１８４万１千円（構成比９６．２％)、出資金・出捐金等の投資など資産が９億４，

１３１万４千円（構成比１．５％）、現金預金等の流動資産が１４億９０２万５千円（構

成比２．３％）となっています。有形固定資産は５９０億８９１万５千円で、うち生活イ

ンフラ資産が最も多く３４６億８，１４１万３千円、次いで教育資産が１４４億１，６６

６万７千円となっています。 

 

２ 負債について 

 本市の平成２０年度末負債合計は２３４億３，９６５万５千円で、うち地方債を主なも

のとする固定負債は２１１億７６４億６千円（構成比９０．１％）、翌年度償還予定地方

債を主なものとする流動負債は２３億３，２００万９千円（構成比９．９％）となってい

ます。 

 

３ 純資産について 

 本市の純資産合計は３８３億７，２５２万５千円で、うち公共資産等整備国県補助金等

は９７億３，９２６万１千円（構成比２５．４％）、公共資産等整備一般財源等は３５５

億１，１２２万３千円（構成比９２．５％）となっています。その他一般財源等は▲７３

億３，３０９万１千円となっており、すでに将来の財源の一部が拘束されていることを意

味します。これは、これまで臨時財政対策債や減税補てん債等の資産形成を伴わない起債

を行っているためです。 

 

４ 市民１人あたりの貸借対照表                    単位：千円 

借  方 貸  方 

資産の部 １，４３２ 負債の部 ５４３ 

 公共資産 １，３７８  固定負債 ４８９ 

 投資等 ２２  流動負債 ５４ 

 流動資産 ３２ 純資産の部 ８８９ 

資産合計 １，４３２ 負債・純資産合計 １，４３２ 

※平成２１年３月３１日現在住民基本台帳人口 ４３，１５６人 

 

５ 分析 

○社会資本等形成の世代間負担比率（将来世代負担比率） 

 社会資本等について将来の償還等が必要な負債による形成割合（公共資産等形成充当負債

の割合）をみることにより、社会資本等形成に係る将来世代の負担の比重を把握することが

できます。 



 

社会資本等形成の世代間負担比率は以下の式で計算します。 

 ＝（地方債残高＋未払金）／（公共資産＋投資等） 

※地方債残高：地方債：「地方債」＋「翌年度償還予定地方債」（ただし、普通建設事業

費、投資及び出資金、貸付金、積立金、基金に対する繰出金のいずれの財源にもならないも

のは除く） 

    

   寒河江市の社会資本等形成の世代間負担比率（平成２０年度末）・・・２５．２％ 
 


